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た，末梢循環系は 3組の並列な一次遅れ要素およびむだ時間で近似した(図 1 )0 従って，弁逆流を有
しない健常心肺部分にわける RI 動態は次式で与えられる。
dfuA ( t) • 1. ¥ , . 1. ¥ T-. 1. ¥ fuA ( t)一一一一 =AI(t)+ Av(t) -FRA(t) 一一一一
VRA(t) 
dVRA( t) I ,_ L." dVRV . ~ ¥ 
FRA(t)= ~'~~\~I \ただし -17<0)
dVRV( t) 
dt 
(ただし 12L 主 0)
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ここで， A: RI 量， F: 血流量， V: 容積， RA: 右房， RV: 右室， LA: 左房， LV: 左室， A1 : 
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シミュレーション結果(健常例 j図 2
つ臼
i )末梢静脈よりラジオアイソトープをパルス状に注入した場合の心臓・血管系における RI 動態
について，心拍動現象，弁開閉動作を考慮した数学モデルを作成した。
i )この数学モデルの動作特性より，心拍動現象は心放射図に心拍動と一致した鋸歯状パターンを
与えることを示した(図 2 )0 
i )駆出率の減少によって RI 動態曲線の下行脚スロープの延長とともに，上昇時間の遅延，ピー
ク値の減少をみることを示した。















2 )心拍動現象と心臓弁開閉動作を考慮した RCG の数学的モデルを作成した。
3 )このモデルに基づくシミュレーションから，心拍動現象は心室 RI 希釈曲線に心周期と一致した
拍動変化を与え，これが心室容積の経時的変化を表現することを示した。
4 )駆出率低下，肺循環時間遅延など病的条件設定下での RCG パターンの特徴を臨床例との対比に
おいて検討し，臨床応用の可能性を示した。
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